
貸与奨学金採用者手続き
～返還誓約書は必ず提出しなければなりません～

日本学生支援機構

★皆さんへのお願い★

教育学生支援部学生生活支援課奨学金担当

メールアドレス syougaku@ stu.ehime-u.ac.jp
パソコンからのメールを受信拒否している人は、ドメイン設定をして下さい。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
時間になりましたのでこれから，日本学生支援機構採用者説明会を行います。それではまず皆さんにお願いがあります。一つ目は，ここに，学生生活支援課奨学金担当の電話番号がありますので皆さんの携帯電話に登録しておいて下さい。この番号から連絡があった場合は，電話にでるようお願いします。，出られなかった場合は必ず折り返し電話するようにして下さい。もし連絡が繋がらなくて，手続きが円滑に進まないことになれば，皆さんの不利益に繋がることもありますのでよろしくお願いします。　

（今日メールを受信できたか挙手して確認。受信できていない人は，修学支援システムのメールの登録が間違えているか，パソコンからのメールを拒否しているかが考えられる。ドメイン設定をするよう案内）



・貸与奨学生のしおり（ダイジェスト版）

・奨学生証 （併用貸与者は２枚）

・返還誓約書※注（併用貸与者は２枚）

・保証依頼書・保証料支払依頼書
（機関保証者のみ※併用貸与者は２枚）

・適格認定とは （貸与）

・提出に必要なもの(プリント）

・郵送提出者用確認シート
・マイナンバー提出書※大学院生のうち

対象者のみ

配付物の確認

※注
給付奨学金（新制度）を受給
しながら第一種奨学金を受
ける場合は，第一種奨学金
の貸与月額が自動的に調整
され，０円となる場合があり
ます。 第一種奨学金の貸与
額 が０円になった場合でも，
返還誓約書の提出は必要で
す。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、配布物の確認をします。入口で配りました「奨学生のしおり」、「奨学生証」，「返還誓約書」，あと機関保証の人だけですが，「保証依頼書」。A4で両面印刷になっている，「適格認定とは」というプリント。スカラネットパーソナルについてのリーフレット、そして、マイナンバーの提出書の白い封筒（該当者のみ），提出に必要なもののお知らせを配布しています。
この中の奨学生証と返還誓約書が自分のものかどうか確認してください。まちがいはないでしょうか・・・以上が配布物の確認です。もし足りないものがあれば挙手して下さい。（別の担当者が資料を渡す）




奨学金基本事項

 日本学生支援機構の第一種・
第二種奨学金は、貸与制（借
りるもの）です。

 奨学金を借りるのも、返すの
も皆さん自身です。

 借り過ぎに注意してください。
（減額もできます。）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ではまず、奨学金の基本事項について説明します。

日本学生支援機構の奨学金を借りるのは、皆さん（学生本人）です。
そのため、卒業後は、皆さん自身が、奨学金を返さなければいけません。
卒業後に返還されたお金は、後輩の奨学金として、すぐに利用されます。
そのため、皆さん自身が後輩の奨学金を支えることになります。

奨学金を借りているときは、家計の状況や卒業後の返還額などをよく考えて、借りすぎに注意するようにしてください。




・奨学生としての自覚を持って勉学に励むこと

（「適格認定とは」をよく読んでください。）

・在学中に異動があった場合は，奨学金担当者に必ず

連絡すること（休学，留学，復学，貸与額変更等）

・奨学金掲示板を確認し，説明会には必ず出席すること

・大学からの呼出には必ず応じること

（電話番号の登録：０８９－９２７－９１６８）

・配付した書類はよく読むこと，奨学生証等は必ず保管

すること

奨学金基本事項

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
奨学生としての自覚を持って勉学に励んでください。「適格認定」については後で少し説明します。在学中に休学，留学，復学，貸与月額の変更などの異動があった場合は，奨学金担当者に必ず連絡してください。原則奨学金についての情報は掲示板にてお知らせします。定期的に確認するようお願いします。大学からの呼び出しには必ず応じてください。そのためにも電話番号の登録をお願いします。また、今回の説明では必要な手続きについての説明のみとなりますので、それ以外のことについては配布した書類をよく読んでください。



・奨学金の振込日を覚えておく。毎月１１日（土曜・日曜・祝日の

場合はその前営業日）

※４月，５月の振込は，通常より遅い。

・機関保証制度の場合，保証料が引かれた金額が入金される。

・スカラネット・パーソナルに登録すること。

（貸与額，奨学金振込口座，返還総額等が確認できます。）

奨学金の基本事項

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて，奨学生のしおりの４５ページをあけてみてください。ここに掲載されていますが，奨学金の振り込み日を覚えておいて下さい。毎月１１日くらいに振込が予定されていますが，４月と５月は遅いので確認して下さい。（毎年4月・5月には奨学金が入金されていない，という問い合わせが多くかかってきますので，入金が遅いことを覚えておいて下さい。）また，機関保証を選んだ人は，希望した月額から，保証料が引かれた金額が振り込まれます。保証料は奨学生証の下に印字されています。最後に，配布した緑の書類を参考にスカラネットパーソナルに登録しておいて下さい。このシステムでみなさん自身の奨学金情報の確認ができる上に，毎年度行う継続の手続きの際に必要になります。以上が基本事項です。




∗ 奨学金継続願と修学状況等を総合的に審査

∗ 「①人物②学業③経済状況」

の３つの基準

∗ 「①廃止②停止③警告④継続」の区分に認定

∗ ①廃止②停止と認定された場合は，奨学金が振り込まれ
ません。

「適格認定」とは

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では先ほどでました、適格認定について簡単に説明します。適格認定のプリントを出して下さい。（プリント見させる）適格認定とは，奨学金継続願と修学状況等を総合的に審査し，皆さんが奨学生として相応しいかどうか審査するものです。「①人物②学業③経済状況」の３つの基準があり，「①廃止②停止③警告④継続」の区分に認定されます。
①廃止②停止に認定された場合は，認定された以降は奨学金が振り込まれません。ですので，配布した適格認定基準をよく読み単位を落とさないよう気を付けてください。





返還誓約書・必要書類を
学生生活支援課に提出
締切：６月２８日（月）

※学生生活支援課の奨学金窓口に提出，もしくは郵送で提出ください。

書類の提出が遅れると奨学金が停止されます。

期限までに必要な手続き

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
みなさんにはこの説明会の後、お渡しした返還誓約書と、必要書類をそれにそろえて提出してもらいます。締め切りは５月２7日です。提出が遅れると、奨学金が停止されるので、よく聞いておいてください。

これ以降，必要だな，という情報があれば，適宜携帯電話で写真を撮影してもらってもかまいませんので，撮影して下さい。





返還誓約書とは

あなたと日本学生支援機構との間の
奨学金の貸し借りを確認する契約書です。

「返還誓約書」に不備がある場合、
奨学金の振込みは、止まります！

「返還誓約書」を提出しない場合、
奨学金を借りることはできません。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
返還誓約書とは、日本学生支援機構との間の奨学金の貸し借りを確認する大事な契約書です。返還誓約書に不備があれば、奨学金の振込みは止まります。期限までに提出をしない場合も、奨学金は停止されますので
必ず書類を期限までに提出して下さい。

提出書類は人的保証と機関保証で違いますので、それぞれ分けて説明をします。






【学部生・大学院生共通】
①返還誓約書（本人控えはご自身で保管ください）
➁連帯保証人の印鑑登録証明書
➂保証人の印鑑登録証明書
➃連帯保証人の収入に関する証明書（コピー可）
※併用貸与者はそれぞれ②～④が２部ずつ必要です。

※保証人が４親等以内でない場合や誓約日時点で６５歳以上の場合は
「返還保証書」・添付書類が必要です。愛媛大学ＨＰからダウンロードしてください。

⑤返還誓約書の右下『添付書類欄』に記載されている証明書で
①～④以外の記載があればその書類（マイナンバーの記載の

ないもの）
【大学院生のうち対象者のみ】
マイナンバー提出書･･･各自で直接日本学生支援機構へ郵送

提出書類（人的保証）
提出締切：６月２８日（月）
学生生活支援課奨学金窓口に提出，もしくはレターパックライトで郵送提出

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずはじめに、自分の返還誓約書の右下に『添付書類』と書かれているところを見て下さい。ここにそれぞれの提出が必要な添付書類が書かれていますので，そこをしっかり確認して揃えるようにして下さい。人的保証の場合は返還誓約書，連帯保証人の印鑑登録証明書，保証人の印鑑登録証明書，連帯保証人の収入に関する証明書を提出してください。⑤についてですが，こちらについては大学院生のみ，本人の住民票の提出も必要になります。
１種と２種、両方借りている併用貸与の人は、すべての書類が２部ずつ必要です。書類を依頼する時に特に注意してください。

保証人が４親等以内でない場合や誓約日時点で６５歳以上の場合は「返還保証書」等が必要です。必要な人は今会場にもってきていますので，終了後に担当者に声をかけて下さい。





〈機関保証〉
【学部・大学院生】
①返還誓約書（本人控えはご自身で保管ください）
②保証依頼書（本人控えはご自身で保管ください）
※併用貸与の場合はそれぞれ２部ずつ必要です。
③返還誓約書の右下『添付書類欄』に記載されている証明書で
①～②以外の記載があればその書類（マイナンバーの記載の

ないもの）

【大学院生のうち対象者のみ】
マイナンバー提出書･･･各自で直接日本学生支援機構へ郵送

提出書類(機関保証）

提出締切：６月２８日（月）
学生生活支援課奨学金窓口に提出，もしくはレターパックライトで郵送提出

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
機関保証の場合は返還誓約書，保証依頼書を提出して下さい。
先程もお伝えしましたが大学院生のみ，本人の住民票の提出も必要になります。
学部生で申込時にマイナンバーの提出をしていない方も住民票の提出が必要になりますので，自分の返還誓約書の右下にある添付書類を見て確認して下さい。

１種と２種、両方借りている併用貸与の人は、すべての書類が２部ずつ必要です。



マイナンバー提出書により，マイナン
バー・必要書類の提出が必要です。

同封している個別の封筒で，直接日
本学生支援機構に送付してください。

大学院生のうち対象者のみ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大学院生で所得連動返還型奨学金を選択した人は，白い封筒が書類の中に入っています。その封筒がある人は，マイナンバーの提出が必要となります。封筒の中に必要な書類が入っていますので，直接日本学生支援機構に送付して下さい。




「月賦返還」又は「併用返還」に✔する

返還誓約書記入例〈人的・機関とも同じ〉

黒または青のボールペ
ンで皆さん自身が記入
※フリクションなどの消
せるボールペンは不可

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、返還誓約書の記入の仕方について説明します。人的保証と機関保証、どちらも共通のところから説明をします。書類作成に際しては、黒または青のボールペンを使ってください。消せるボールペンは認められません。

ではまず、自分の署名欄は、皆さん自身が署名してください。

そして左下　月賦返還１又は併用返還２のどちらかにチェックを付けてください。例年この個所を記入せず提出に来る方が多いので、忘れないよう注意してください。





印鑑登録証明書の表記のとおり連帯保証人本人が署名

印鑑登録証明書の表記のとおり保証人本人が署名

親権者２に該当する本人が署名

※同一筆跡は不可

返還誓約書記入例〈人的保証〉

連帯保証人・保証人の住所
は印鑑登録証明書と同一の
住所でないと受取できませ
ん。

添付書類は，ここに
印字された日付から
３か月以内のもの

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、次に人的保証の人と機関保証の人で違うところの説明をします。まず、人的保証の人の返還誓約書についてです。右上連帯保証人の署名欄は、印鑑登録証明書の表記のとおり連帯保証人本人が署名し、印鑑登録証明書の印鑑を押してください。保証人も同様に署名し、印鑑登録証明書の印鑑してください。親権者２については、提出してもらう書類はありませんが、該当する方に署名してもらってください。また、印鑑はすべて見た目が異なるものを使用してください。

なお，連帯保証人と保証人の住所は，印鑑登録証明書と同一の住所でないと受け取りができません。もし，印字に間違いがある場合，後ほどお知らせする訂正届の書類が必要となります。後ほど説明しますので，
返還誓約書と一緒に提出して下さい。



親権者１に該当する本人が署名

親権者２に該当する本人が署名

連絡先に該当する本人が署名

※署名欄の同一筆跡は不可

返還誓約書記入例〈機関保証〉

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（前のスライドより）印字の日付はここの日付になります。（指をさす）この日付より3ヶ月前までのものであれば，有効です。例えばスライドに書かれてある４月１日であれば，３ヶ月前の１月１日以降に取得したものであれば有効です。

機関保証の場合はそれぞれ該当する方が署名し、それぞれ異なる印鑑を使用してください。



証明書は古いものでもかまわないか？

返還誓約書に印字された日付から

３ヶ月以内までのものであれば

受付できます。

ポイント

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
住民票などの証明書は古いものでもかまわないか、という問い合わせがあります。返還誓約書に印字された日付から、３ヶ月以内までのものであれば、受付ができます。
それ以上古いものになると、証明書をとりなおしてもらうことになりますのでご注意ください。

ここで，返還誓約書に印字された日付というのはどこに記入されているか，ということなのですが，次のスライドを見て下さい。





返還誓約書の借用金額欄右上に
印字されている年月日を記入

現在住んでいる住所を記入

返還誓約書に印字されてる日付
の時点で奨学生本人が未成年
の場合は，親権者の署名押印が
必要

保証依頼書記入例

返還誓約書と同じ印鑑を使用して
ください

１０８００３ ００を記入

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つづいて、機関保証の方にお配りした保証依頼書の記入について説明します。手元に書類を準備してください。

まず、保証依頼書に日付を記入する欄が3箇所あります。そのうち，右上と真ん中の欄は、返還誓約書に記載された日付を記入してもらうことになります。今すこし時間をとりますので、自分の返還誓約書の左上に印字されている日付を確認して、保証依頼書に記入してください。日付の場所は左上の借用金額の上にあります。次に一番下の学校番号と区分についてですが，こちらについても画面にあるように１０８００３　００と記入して下さい。かけましたら次の説明に移ります。

奨学生本人欄に住所を記入する欄がありますが、これは皆さんが今住んでいる住所を記入してください。

そして一番下に親権者欄がありますが、先ほど記入した日付の時点で未成年の方は親権者に記入してもらってください。また、印鑑は返還誓約書と同じものを使用してください。



・黒又は青のボールペンで記入（消せるボールペン不可）

・印鑑は朱肉で鮮明に押印してください（スタンプ印，ゴム
印不可

書類記入上の注意点

鮮明 薄い 重ね印 二重印 欠け印 滲み印

○ × × × × ×
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
書類作成に際しては、先程もお伝えしましたが黒または青のボールペンを使ってください。消せるボールペンは認められません。

また印鑑は朱肉を使用し、鮮明に押してください。スタンプ印・ゴム印は認められません。

記入を誤った場合はこのように二重線を引き、その線の上に訂正する箇所の人の印鑑を押し、正しい事項を記入するようにしてください。



印鑑の押印について

奨学 一郎

失敗した
印鑑

（かすれ・にじみ等）

印鑑を押すときに、にじんだりしてしまったら・・

失敗した印鑑に重ならないように、
同じ人の欄の中に再度押印して下さい。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
書類の提出の際に、よくあるのですが、印鑑がかすれたりにじんだりしていることがあります。保護者の方の印鑑がにじんでいる場合、再度送って直していただくことになってしまいます。
どの書類でも同じですが、もしかすれたりにじんだりした場合は同じ人の欄の中の余白にはっきりともう一度印鑑を押印して下さい。



印字内容の訂正について

氏名，住所，生年月日，続柄等が添付書類の

内容と異なる場合，訂正が必要となります！返

還誓約書を訂正し『返還誓約書記載事項訂正

届』を提出してください。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、返還誓約書の印字内容について不備があった場合は，返還誓約書記載事項訂正届を提出する必要があります。印字内容の不備とは，返還誓約書の右下に記載の『添付書類』に記載してある書類の内容と印字されている内容が異なっている場合がこれに当たります。氏名や住所，生年月日等が住民票や印鑑登録証明書に記載のものと違った場合は，『返還誓約書記載事項訂正届』を返還誓約書等と一緒に提出してください。
この会場にも持って来ていますので，もし今間違いがあるのがわかっている場合は，説明会終了後に担当者に声をかけて下さい。
後でわかった場合は，後ほど学生生活支援課のカウンターでもお渡しできますし，来週以降になりますがホームページにもアップしますので，そちらからダウンロードして下さい。





印字内容の訂正について

印字されている生年月日が一部違っている場合

平成１２年１１月１１日生
３
奨
学

平成１２年１１月１１日生奨
学

平成１２年１１月３日生

一部の間違いでもすべて訂正する必要があります。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
印字内容を訂正する場合、一部間違っている場合でもすべてを訂正する必要がありますので、印字内容が間違っている人は注意してください。名前、生年月日でもすべて同じです。



印字内容の訂正について

・「親権者（２）」の入力漏れの場合も訂正事項に該当します。

・空白部分がある返還誓約書の当該人物の欄は，当該人物が空白部
分に本来印字されるべき情報を直接記入したうえで，署名欄に自署して
ください。

・「返還誓約書記載事項訂正届」（様式２５）に必要事項を記入し，
返還誓約書に添付してください。

・「返還誓約書記載事項訂正届」（様式２５）は愛媛大学のホーム
ページからダウンロードし，印刷してご記入ください。

・奨学生番号ごとに訂正届が必要になるため，第一種と第二種を併用して
貸与を受ける方は２枚必要になります。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
印字内容を訂正する場合、一部間違っている場合でもすべてを訂正する必要がありますので、印字内容が間違っている人は注意してください。名前、生年月日でもすべて同じです。



愛媛大学奨学金HPのお知らせ

検索エンジンで、

愛媛大学 奨学金 と入力。

重要な情報が掲載さ
れます。時々チェック
して下さい。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、愛媛大学のホームページについてお知らせします。検索エンジンで、愛媛大学　奨学金　と入力すると、愛媛大学の奨学金制度のホームページが開きます。重要な情報が掲載されますので、チェックしてください。




【提出締切】６月２８日（月）
図書館１Ｆの学生生活支援課の奨学金窓口に提出，も
しくは郵送で提出ください。

郵送提出を希望する場合，以下の宛先までレターパックライトで
送付ください。令和３年６月２８日必着

☆封筒に奨学金書類在中と記入してください。

提出日及び提出場所

【提出先】
〒７９０－８５７７
愛媛県松山市文京町３番
愛媛大学学生生活支援課学生生活支援チーム 宛

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
提出期限は５月２7日月曜日です。図書館１階学生生活支援課に提出して下さい。
毎回、締め切り直前や締め切り当日に提出する人が多いですが、提出した書類に不備があった場合、保護者に再度送ってもらう必要があり、その結果締め切りを超過してしまって奨学金が停止される人がいます。
書類がそろった人は、締め切りにかかわらず早く提出をするようにして下さい。
（２４日午後・２7日午後はとても混雑すること・早めに提出することを伝える。）

以上で説明会を終わります。おつかれさまでした。質問のある人は前に来てください。
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